
日
本
に
お
け
る
印
学
の
研
究
、
印
章
や
蒙
刻
そ
し
て
印
人
や
印
譜
の
、

広
い
視
野
に
立
っ
た
体
系
的
な
研
究
は
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
本
研
究
は
、
日
本
の
印
章
や
蒙
刻
の
歴
史
的
、
文
化
史
的

な
解
明
を
目
的
と
し
て
お
り
、
総
括
的
に
は
日
本
の
印
学
の
体
系
化
を

目
指
し
た
い
。
こ
れ
は
書
学
・
書
道
史
の
対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

美
学
・
美
術
史
、
歴
史
考
古
学
、
文
化
史
等
そ
の
稗
益
す
る
と
こ
ろ
は

甚
だ
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
や
中
国
に
お
け
る
印
章
や
印
人
に
興
味
を
持
ち
、

そ
れ
へ
の
史
的
考
察
や
作
品
研
究
を
テ
ー
マ
に
据
え
論
考
を
発
表
し
て

き
た
。
日
本
の
印
人
の
研
究
、
主
と
し
て
高
芙
蓉
（
一
七
二
一
一
’
一
七

八
四
）
研
究
、
並
び
に
彼
を
祖
と
す
る
芙
蓉
派
の
一
系
譜
と
目
さ
れ
る
、

日
本

印
人

研
究

『
は
じ
め
に

－
日
本
印
史
と
そ
の
特
色
－

源
惟
良
、
小
俣
竣
庵
、
福
井
端
隠
、
山
田
寒
山
、
山
田
正
平
等
の
事
蹟

の
提
示
と
作
品
分
析
、
そ
し
て
印
学
の
継
承
と
そ
の
発
展
を
探
る
こ
と

を
課
題
と
し
て
き
た
。
ま
た
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の
専

著
と
言
え
る
中
井
敬
所
の
『
日
本
印
人
伝
』
を
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
資

料
よ
り
拾
遺
し
補
訂
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
文
人
９
士
大
夫

そ
し
て
、
蒙
刻
の
専
家
は
も
ち
ろ
ん
、
蒙
刻
に
関
わ
る
傍
系
の
文
人
・

芸
術
家
の
研
究
も
併
せ
て
進
め
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
一
環
を
な
す
も

の
で
あ
る
。

本
稿
は
拙
著
「
高
芙
蓉
の
蒙
刻
』
（
木
耳
社
、
一
九
八
八
年
六
月
）
で

取
り
上
げ
た
「
日
本
蒙
刻
史
」
を
基
に
、
そ
の
後
の
新
知
見
を
追
補
し

纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
先
賢
の
多
く
の

業
績
、
中
で
も
、
太
田
夢
庵
、
荻
野
三
七
彦
、
神
田
喜
一
郎
、
小
林
斗

倉
、
中
田
勇
次
郎
、
新
関
欽
哉
、
西
川
寧
、
三
村
竹
漬
、
水
田
紀
久
、

中
野
三
敏
な
ど
の
諸
先
碩
に
よ
る
ご
業
績
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
学
恩

神
野
 
雄
二
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印
学
と
は
、
印
章
や
蒙
刻
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
を
科
学
的
に
研
究

す
る
学
問
の
こ
と
で
あ
る
。

印
章
は
β
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
に
端
を
発
し
、
東
西
文
化
圏
に

伝
播
し
、
欧
亜
大
陸
の
ほ
ぼ
全
域
に
広
ま
っ
た
℃
印
章
は
七
千
年
の
歴

史
を
有
し
て
お
り
、
他
の
文
化
・
芸
術
と
の
関
連
も
深
い
。
近
年
、
こ

の
分
野
の
研
究
は
よ
う
や
く
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
系
統

的
・
総
合
的
に
論
じ
ら
れ
た
専
著
は
少
な
い
。

ま
た
、
「
印
学
」
と
い
う
名
称
そ
の
も
の
も
、
中
国
か
ら
刊
行
さ
れ
た

同
類
の
書
物
で
も
「
印
学
」
、
「
印
学
史
」
、
「
蒙
刻
学
」
、
「
印
論
史
」
、

「
印
章
史
」
、
「
金
石
蒙
刻
研
究
」
な
ど
と
多
様
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
以
下
の
印
章
、
蒙
刻
の
歴
史
を
執
筆
し
た
。

・
神
野
雄
二
「
日
本
蒙
刻
小
史
」
ｓ
日
本
の
遊
印
』
木
耳
社
、
一
九
八

三
年
十
月
）

・
神
野
雄
二
「
図
説
書
道
史
①
印
章
の
歴
史
《
中
国
編
》
」
（
「
季
刊
書
道

評
論
」
第
一
号
、
日
貿
出
版
社
、
一
九
八
六
年
十
一
月
）

・
神
野
雄
二
「
図
説
書
道
史
②
印
章
の
歴
史
《
日
本
編
》
」
（
『
季
刊
書
道

評
論
」
第
二
号
、
日
貿
出
版
社
、
一
九
八
七
年
二
月
）

を
豪
っ
た
。
通
史
と
い
っ
た
内
容
の
関
係
上
、
逐
一
出
典
を
記
し
て
い

な
い
が
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

二
、
印
史
に
関
わ
る
主
た
る
文
献
・
資
料

ｉ
Ｂ

・
神
野
雄
二
「
図
説
書
道
史
③
印
章
の
歴
史
《
日
本
編
》
」
（
「
季
刊
書
道

評
論
」
第
三
号
、
日
貿
出
版
社
、
一
九
八
七
年
五
月
）

・
神
野
雄
二
「
印
章
・
蒙
刻
の
歴
史
と
鑑
賞
」
（
一
～
四
一
一
回
、
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
書
道
・
ベ
ン
字
検
定
」
、
通
巻
一
’
四
二
号
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、

’
九
八
八
～
一
九
九
五
年
）

・
神
野
雄
二
「
日
本
蒙
刻
史
」
ｓ
高
芙
蓉
の
蒙
刻
』
木
耳
社
、
一
九
八

八
年
六
月
）

・
神
野
雄
二
「
印
史
」
Ｓ
書
道
基
本
用
語
詞
典
』
中
教
出
版
、
一
九
九

一
年
十
一
月
）

・
神
野
雄
二
「
大
和
古
印
」
、
「
江
戸
期
の
蒙
刻
」
ｓ
日
本
ｄ
中
国
・
朝

鮮
書
道
史
年
表
事
典
』
Ｙ
萱
原
書
房
、
二
○
○
五
年
十
月
）

次
に
、
こ
れ
ま
で
「
日
本
の
印
史
」
に
関
し
て
執
筆
さ
れ
た
文
献
、
。

ま
た
は
、
関
連
す
る
資
料
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
中
田
勇
次
郎
の

日

本
の
蒙
刻
」
の
「
日
本
蒙
刻
史
」
と
、
「
書
道
全
集
別
巻
Ⅱ
．
印
日

本
」
の
「
日
本
印
章
概
説
」
、
ま
た
、
水
田
紀
久
先
生
編
集
に
な
る

年

表
」
は
最
も
詳
し
い
も
の
で
あ
る
。

・
太
田
夢
庵
・
小
林
斗
愈
他
「
定
本
書
道
全
集
別
巻
印
譜
篇
」
（
河
出
書

房
、
一
九
五
六
年
五
月
）

・
中
田
勇
次
郎
「
日
本
の
蒙
刻
』
（
二
玄
社
、
一
九
六
六
年
十
一
月
）

・
中
田
舅
次
郎
『
書
道
全
集
別
巻
Ⅱ
．
印
譜
日
本
』
（
平
凡
社
、
一
九

六
八
年
十
二
月
）

Ｃ
●

・
西
川
寧
「
書
道
講
座
第
六
巻
蒙
刻
』
（
一
一
玄
社
、
一
九
八
一
一
年
六
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月
）

・
小
林
斗
倉
編
「
蒙
刻
全
集
一
○
日
本
』
（
一
一
玄
社
、
二
○
○
二
年
一

月
）

・
堀
江
知
彦
他
「
書
の
日
本
史
』
第
九
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
三

月
）

・
一
一
一
村
清
三
郎
「
三
村
竹
清
集
５
」
（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
一
一
一
年
五

月
）

・
水
田
紀
久
「
日
本
蒙
刻
史
論
考
」
（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
五
年
一

月
）

・
新
関
欣
哉
ズ
ン
コ
ロ
ジ
ー
事
始
め
印
章
が
語
る
世
界
史
』
（
日
本

放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
一
年
九
月
）

・
新
関
欣
哉
「
東
西
印
章
史
」
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
六
月
）

・
郡
司
之
教
（
楳
所
）
「
皇
朝
印
史
』
（
三
圭
社
、
一
九
一
一
一
四
年
七
月
）

・
荻
野
三
七
彦
著
『
印
章
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
五
月
）

・
吉
木
文
平
著
『
印
章
綜
説
』
（
技
報
堂
、
一
九
七
一
年
四
月
）

・
山
口
平
八
「
日
本
の
印
章
』
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
六
年
十
一

月
）

・
木
内
武
男
「
日
本
の
古
印
」
（
二
玄
社
、
一
九
六
五
年
五
月
）

・
木
内
武
男
「
日
本
の
官
印
』
（
東
京
美
術
、
一
九
七
四
年
十
一
月
）

・
木
内
武
男
「
印
章
」
（
柏
書
房
、
一
九
八
三
年
六
月
）

・
相
田
二
郎
『
相
田
二
郎
著
作
集
２
、
戦
国
大
名
の
印
章
－
印
判
状
の

研
究
‐
聖
（
名
著
出
版
、
一
九
七
六
年
四
月
）

１
、
は
じ
め
に

日
本
の
文
化
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
印
章
の
占
め
る
位
置
は
極
め
て

高
い
と
言
え
る
。
印
章
の
研
究
は
、
単
に
歴
史
考
古
学
の
対
象
と
い
う

・
石
井
良
助
「
印
判
の
歴
史
』
（
明
石
書
店
、
一
九
九
一
年
六
月
）

・
門
田
誠
一
「
日
本
を
知
る
は
ん
こ
と
日
本
人
』
（
大
巧
社
、
一
九
九

七
年
九
月
）

・
水
野
恵
「
日
本
蒙
刻
物
語
は
ん
こ
の
文
化
史
」
（
芸
艸
堂
、
二
○
○
『

一
一
年
三
月
）

・
久
米
雅
雄
「
日
本
印
章
史
の
研
究
』

雄
山
閣
、
二
○
○
四
年
七
月
）

夕
有
光
学
「
戦
国
期
印
章
・
印
判
状
の
研
究
』
（
岩
田
書
院
、
二
○
○
六

年
三

・
後
藤
健
二
『
邦
人
印
譜
目
録
」
（
青
裳
堂
書
店
、
二
○
○
二
年
五
月
）

。
『
非
文
献
資
料
の
基
礎
的
研
究
Ｉ
古
印
－
報
告
書
」
「
日
本
古
代
印

集
成
」
（
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
、
一
九
九
六
年
三
月
）

・
高
山
節
也
「
松
丸
東
魚
蒐
集
印
譜
解
題
」
（
二
玄
社
、
二
○
○
九
年
一

月
）

・
伏
見
沖
敬
「
印
人
伝
集
成
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
十
一
月
）

．
「
季
刊
蒙
刻
』
『
臨
時
増
刊
蒙
刻
』
（
北
川
博
邦
主
幹
、
東
京
堂
出
版
、

一
九
八
三
年
四
月
～
一
一
○
○
三
年
三
月
）

三
、
日
本
印
史
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２
、
金
印
の
発
見

現
在
、
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
最
古
の
印
章
は
「
漢
委
奴
国
王
」

印
で
あ
る
。
金
印
蛇
紐
、
白
文
方
印
、
法
量
は
一
一
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

こ
れ
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
一
一
月
一
一
三
日
、
筑
前
国
那
珂
郡
志
賀

島
叶
崎
（
現
、
福
岡
県
粕
屋
郡
志
賀
島
）
の
石
榔
の
巨
石
の
下
か
ら
へ

そ
の
土
地
の
農
民
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
材
質
・
紐
式
・

印
式
・
印
文
・
刀
法
に
関
し
て
、
漢
印
と
し
て
の
諸
条
件
を
具
備
し
て

お
り
、
漢
印
と
み
て
異
論
は
な
い
。
さ
ら
に
『
後
漢
書
」
東
夷
伝
の
倭

の
条
に
「
建
武
中
元
二
年
、
倭
奴
国
貢
を
奉
じ
て
朝
賀
す
。
人
を
し
て

自
ら
大
夫
と
称
せ
し
む
。
倭
国
の
極
南
の
界
な
り
。
光
武
賜
わ
る
に
印

に
と
ど
ま
ら
ず
、
書
誌
学
と
の
関
連
も
深
く
、
吾
ら
に
文
字
学
、
書
道

史
、
美
術
史
の
資
料
と
し
て
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

ま
だ
私
た
ち
の
公
私
に
渉
る
生
活
全
般
に
お
け
る
係
わ
り
が
多
く
、

ほ
と
ん
ど
の
文
書
・
事
務
の
諸
届
に
自
署
捺
印
の
習
慣
が
あ
り
、
日
常

生
活
か
ら
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
印
章
は
書
と
同
様
に
、
中
国
の
印
章
の
影
響
を
色
濃
く
受

け
て
い
る
。
た
だ
時
代
の
降
下
と
と
も
に
、
中
国
の
印
章
に
見
ら
れ
な

い
わ
が
国
独
自
の
雅
趣
の
あ
る
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
こ
れ
は
日

本
人
の
性
情
が
雅
醇
で
平
易
な
も
の
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
た

め
に
、
よ
り
寛
雅
な
美
が
好
ま
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
印
章
に
お
い
て

も
そ
の
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

３
、
古
代
（
～
平
安
中
期
）

わ
が
国
に
お
い
て
、
印
章
が
文
献
に
記
載
さ
れ
た
最
も
古
い
例
は
、

『
日
本
書
記
』
崇
神
天
皇
の
条
で
あ
る
。
た
だ
『
印
綬
を
授
く
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
史
書
の
潤
色
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
日
本
書

記
』
持
統
天
皇
の
条
に
、
「
六
年
九
月
丙
午
、
神
祇
官
奏
し
て
神
宝
書
四

巻
・
鎗
九
箇
・
木
印
一
箇
を
上
る
」
と
あ
る
。
木
印
は
木
製
の
印
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
宝
律
令
施
行
前
に
、
す
で
に
印
章
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
、
印
章
の
制
度
が
確
立
し
た
の
は
、
大
宝
二
年

（
七
○
二
施
行
さ
れ
た
「
大
宝
今
」
に
よ
る
。
今
日
『
大
宝
今
」
は

伝
存
し
て
い
な
い
が
、
「
養
老
今
」
の
注
釈
書
で
あ
る
「
令
義
解
」
「
令

綴
を
以
て
す
。
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
後
漢
の
光
武
帝
の
中
元
二

年
（
五
七
）
倭
の
奴
国
が
、
漢
の
都
洛
陽
に
朝
貢
し
て
印
綬
を
賜
わ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
遺
物
と
文
献
と
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
金
印
は
、

日
本
印
章
史
上
貴
重
な
発
見
で
あ
り
、
日
中
古
代
交
流
史
を
識
る
上
に

お
い
て
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
魏
書
」
東
夷
伝
ｓ
魏
志
倭
人
伝
乞
に
よ
れ
ば
、
魏
の
景
初

三
年
（
一
一
一
一
一
九
）
邪
馬
臺
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
魏
都
洛
陽
に
遣
使
し
て

い
る
。
翌
年
、
正
始
元
年
、
斉
王
の
答
使
が
来
朝
し
、
卑
弥
呼
に
「
親

魏
倭
王
」
の
称
号
と
金
印
紫
綬
と
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
印
章

は
現
在
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
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集
解
』
に
よ
り
、
そ
の
条
文
の
一
部
が
わ
か
る
。
「
令
義
解
」
の
「
公
式

今
」
に
四
種
の
印
の
規
定
が
あ
る
。
そ
れ
は
内
印
・
外
印
・
諸
司
印
・

諸
国
印
の
官
印
で
、
官
司
の
公
文
書
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。
官
印
の
実

物
で
遺
存
す
る
も
の
は
な
い
が
、
古
文
書
に
そ
の
印
影
が
捺
印
さ
れ
て

お
り
、
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

官
印
の
製
作
法
に
関
し
て
は
、
「
延
喜
式
』
（
九
二
七
）
に
編
集
さ
れ

た
「
内
匠
寮
式
」
に
、
資
材
・
用
量
・
工
程
な
ど
が
詳
し
く
記
載
さ
れ

て
い
る
。
鋳
印
の
こ
と
は
す
べ
て
中
務
省
の
内
匠
寮
が
担
当
し
た
。
官

公
印
は
蝋
型
左
彫
り
に
よ
る
鋳
印
が
多
い
。

内
印
は
御
印
の
こ
と
を
い
い
、
印
文
に
「
天
皇
御
璽
」
と
二
行
に
配

し
て
い
る
。
書
体
は
特
異
な
鋒
書
体
で
あ
る
。
寸
法
は
方
三
寸
（
約

八
・
八
セ
ン
チ
）
の
大
印
で
陽
刻
で
あ
る
。
内
印
は
、
詔
書
・
勅
旨
．

そ
し
て
五
位
以
上
の
位
記
、
お
よ
び
諸
国
に
下
す
公
文
書
に
用
い
ら
れ

た
。
天
平
勝
宝
八
歳
七
月
八
日
の
『
法
隆
寺
献
物
帳
宣
東
京
国
立
博
物

館
）
に
、
紙
面
全
面
三
段
、
合
計
十
六
顎
の
内
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
。

外
印
と
は
、
大
政
官
印
の
こ
と
を
い
い
、
印
文
に
「
太
政
官
印
」
と

二
行
に
配
し
て
い
る
。
書
体
は
小
蒙
体
で
あ
る
。
寸
法
は
方
二
寸
半

（
七
セ
ン
チ
～
八
セ
ン
チ
）
の
大
印
の
陽
刻
で
あ
る
。
外
印
は
、
六
位

以
下
の
位
記
と
大
政
官
発
行
文
書
・
保
管
の
文
案
に
用
い
ら
れ
た
。
外

印
の
印
影
に
、
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
六
月
十
七
日
の
「
太
政
官
牒
」

（
東
南
院
文
書
）
、
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
四
月
廿
五
日
の
「
太
政
官

牒
宣
東
南
院
文
書
）
に
押
捺
さ
れ
た
二
種
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

諸
司
印
と
は
、
政
府
各
省
、
諸
部
局
の
印
を
い
い
、
八
省
・
弾
正
台

お
よ
び
八
省
管
下
で
あ
る
寮
・
司
な
ど
の
印
の
こ
と
を
い
う
。
八
省
は

中
務
・
式
部
・
治
部
・
民
部
・
兵
部
・
刑
部
叱
大
蔵
・
宮
内
で
あ
り
、

印
影
は
す
べ
て
見
ら
れ
る
。
四
字
を
二
行
に
配
し
て
い
る
。
文
字
は
わ

が
国
独
自
の
書
風
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
寸
法
は
方
二
寸
二
分
の
陽
刻

で
あ
る
。
諸
司
印
は
、
宮
に
上
る
公
文
す
な
わ
ち
太
政
官
に
提
出
す
る

解
お
よ
び
文
案
、
移
・
牒
な
ど
の
文
書
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
印
影
は
、

天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
の
「
右
大
舎
人
寮
解
」
（
正
倉
院
文
書
）
に
見

え
る
。

諸
国
印
と
は
、
地
方
諸
国
か
ら
上
る
解
、
お
よ
び
そ
の
保
管
す
べ
き

文
案
・
調
物
な
ど
に
押
捺
す
る
も
の
を
い
う
。
現
在
五
十
一
頓
の
国
印

の
印
影
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

官
印
に
準
ず
る
公
印
に
国
倉
印
・
郡
印
・
郷
印
・
軍
団
印
・
僧
綱
印
・

国
師
印
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
神
社
・
寺
院
に
お
い
て
も
官
司
に

倣
い
印
章
を
用
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。

国
倉
印
と
し
て
「
隠
伎
倉
印
」
「
駿
河
倉
印
」
「
但
馬
倉
印
」
が
現
存

し
て
い
る
。
郡
印
と
し
て
「
山
邊
郡
印
」
「
児
湯
郡
印
」
が
あ
る
。
郷
印

と
し
て
「
次
田
郷
印
」
「
伊
保
郷
印
」
が
あ
る
軍
団
印
と
し
て
「
遠
賀

団
印
」
「
御
笠
団
印
」
が
あ
る
。

私
印
と
し
て
は
、
古
く
は
「
続
日
本
紀
』
の
天
平
宝
字
二
年
（
七
五

八
）
の
条
に
、
「
紫
微
内
相
藤
原
仲
麻
呂
、
太
保
に
任
じ
恵
美
押
勝
の
名

を
賜
わ
っ
た
」
と
あ
り
、
「
恵
美
家
印
」
の
家
印
の
使
用
例
が
あ
る
。
私
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４
、
中
世
（
平
安
後
期
～
安
土
桃
山
時
代
）

平
安
時
代
後
期
に
入
る
と
、
律
令
制
度
は
衰
微
し
国
家
機
構
も
急
激

に
崩
壊
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
印
制
が
く
ず
れ
、
文
書
に
印
章
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
重
要
で
儀
礼
的
な
詔
書
・
勅

書
・
位
記
及
び
官
符
・
官
牒
な
ど
は
伝
統
的
な
令
制
に
よ
る
規
範
が
存

印
は
奈
良
時
代
に
は
す
で
に
、
上
層
階
級
か
ら
下
級
階
層
の
一
部
に
及

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
私
印
に
は
、
家
印
と
個
人
印
と
が
あ
る
。
こ
れ

に
は
四
字
印
の
ほ
か
二
字
印
・
一
宇
印
の
も
の
も
あ
り
、
印
式
・
書
体
・

書
風
は
自
由
で
純
真
素
朴
さ
が
あ
る
。
後
の
印
人
や
好
事
家
に
賞
美
さ

れ
る
所
以
で
あ
る
。

わ
が
国
の
古
銅
印
は
、
中
国
階
唐
文
化
の
影
響
の
下
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
晴
唐
印
の
印
制
・
形
制
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
体
・

書
風
に
お
い
て
も
六
朝
か
ら
階
・
唐
代
の
碑
誌
の
蒙
書
に
近
い
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
時
代
が
降
る
に
従
い
、
わ
が
国
独
自
の
様
式
に
定
着
し
、

階
唐
印
に
見
ら
れ
な
い
特
有
の
風
趣
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
は
「
大
和
古

印
」
と
称
さ
れ
て
愛
玩
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
古
代
印
の
印
譜
の
製
作
は
、
江
戸
中
期
の
考
証
学
者
藤
貞
幹

（
一
七
三
一
一
１
一
七
九
七
）
が
一
七
七
三
年
に
刊
行
し
た
『
公
私
古
印

譜
」
が
先
駆
的
な
業
績
で
あ
る
。
後
、
松
平
定
信
編
「
集
古
十
種
・
印

章
部
』
二
八
○
○
年
）
、
穂
井
田
忠
友
「
埋
欝
発
香
』
（
印
章
部
）
（
一

八
四
○
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
（
図
１
）
（
図
２
）
。

続
し
て
い
た
。
ま
た
現
存
す
る
「
興
福
寺
印
」
や
、
木
印
に
よ
る
東
大

寺
の
「
華
厳
供
印
」
な
ど
は
や
は
り
前
代
の
伝
統
の
も
の
と
い
え
る
。

中
世
以
降
の
印
章
は
、
寺
印
や
蔵
書
印
な
ど
広
義
の
私
印
全
盛
の
時
代

と
い
え
る
。

中
世
に
な
る
と
印
章
に
代
わ
り
花
押
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。
花
押
は
自
署
の
代
り
に
用
い
ら
れ
る
符
号
で
あ
り
、
そ
の
起

源
は
草
書
体
に
あ
る
。
草
書
体
を
用
い
て
自
署
し
た
も
の
を
草
名
と
呼

び
γ
筆
順
や
字
形
が
判
読
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
を
花
押
と
い
う
。
花

押
は
草
書
体
の
自
署
か
ら
変
化
し
た
草
名
体
の
花
押
、
の
ち
一
一
合
体
・

一
字
体
・
別
用
体
・
明
朝
体
花
押
な
ど
様
式
化
さ
れ
た
美
し
い
も
の
と

な
っ
た
。
・

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
大
陸
と
の
交
渉
が
し
だ
い
に
活
発
と
な
り
、

禅
宗
の
興
隆
と
と
も
に
、
渡
来
の
禅
宗
僧
に
よ
り
、
宋
元
時
代
の
印
章

の
様
式
が
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
に
再
び
私
印
が
勃
興
し
た
。
恵
暁
白
雲

（
仏
照
禅
師
）
の
「
恵
暁
」
「
白
雲
」
「
隠
谷
」
印
、
慧
広
天
岸
（
仏
乗

禅
師
）
の
「
慧
広
」
「
天
岸
」
印
、
無
学
柤
元
（
仏
光
国
師
）
の
「
無

学
」
印
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
形
式
は
多
様
で
装
飾
化
さ
れ
た
も
の
が
多

い
ｏ室
町
時
代
以
降
、
詩
書
画
に
捺
さ
れ
た
落
款
印
・
引
首
印
・
鑑
蔵
印

が
あ
る
。
水
墨
画
家
雪
舟
の
「
雪
舟
」
「
等
楊
」
、
ま
た
狩
野
山
楽
の

「
修
理
」
「
光
頼
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

戦
国
時
代
に
武
将
の
間
で
行
わ
れ
た
印
章
の
こ
と
を
武
将
印
と
呼
ぶ
。
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家
印
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
多
く
、
公
印
と
し
て
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。

多
く
は
方
印
・
円
印
で
あ
り
、
寸
法
は
相
当
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
印

文
は
、
姓
名
を
刻
し
た
も
の
以
外
、
そ
の
武
将
の
理
想
・
信
條
・
家
風

の
主
義
主
張
を
現
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
印
文
に
は
象
書
体
を
用
い

て
い
る
も
の
の
、
通
俗
的
で
装
飾
趣
味
的
で
あ
る
。

今
川
義
元
の
「
如
律
令
」
は
「
急
々
如
律
令
」
か
ら
と
ら
れ
た
語
句

で
あ
り
、
呪
文
と
し
て
悪
鬼
を
払
う
効
験
を
持
つ
と
の
信
仰
に
よ
る
。

武
田
氏
の
龍
の
印
や
北
条
氏
の
虎
の
印
「
禄
寿
應
穏
」
が
あ
る
。
ま
た

上
杉
謙
信
の
獅
子
の
印
は
、
印
文
に
「
地
帝
妙
」
と
あ
り
、
上
部
に
獅

子
を
意
匠
化
し
て
刻
し
て
い
る
。
「
地
帝
妙
」
は
地
蔵
菩
薩
・
帝
釈
天
・

妙
見
菩
薩
の
頭
字
を
取
っ
た
も
の
で
あ
り
、
上
杉
家
の
印
は
信
仰
す
る

神
仏
の
名
号
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川

家
康
の
印
章
も
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
豊
臣
秀
吉
の
「
豊

臣
」
（
金
印
）
は
、
方
八
・
九
セ
ン
チ
あ
り
、
天
皇
御
璽
を
も
凌
ぐ
も
の

で
あ
っ
た
。

天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ヴ
イ
エ
ル
が
九
州

に
来
航
し
て
耶
蘇
教
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
切
支
丹

印
・
ロ
ー
マ
字
印
（
南
蛮
字
印
）
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
は
主
に
西
国

大
名
に
よ
り
使
用
さ
れ
た

天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
四
月
三
日
付
で
差
出
名
に
「
備
慈
多
道
留
」

と
あ
る
書
状
（
相
良
家
文
書
）
の
墨
印
は
楕
円
形
で
、
寸
法
四
・
六
セ

ン
チ
×
三
・
四
セ
ン
チ
の
も
の
で
あ
る
。
周
囲
に
「
茨
の
冠
」
が
め
ぐ

５
、
近
世
（
江
戸
時
代
）

江
戸
初
期
、
慶
長
八
年
（
一
六
○
三
）
か
ら
正
保
・
慶
安
に
か
け
て

の
約
五
十
年
問
は
、
室
町
時
代
の
遺
風
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
。

徳
川
家
康
が
用
い
た
「
福
徳
」
「
源
家
弘
忠
怒
」
や
伝
馬
印
は
、
戦
国
武

将
印
の
様
式
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
儒
者
藤
原
慢
窩
の
「
慢
窩
之
印
」
「
北
肉
山
人
」
や
、
林
羅
山
の

「
羅
山
」
「
白
雪
斎
印
」
な
ど
の
私
印
も
、
前
代
の
形
式
を
踏
襲
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ
石
川
丈
山
の
「
石
凹
」
「
六
六
山
洞
凹
凸
案
夫
」
「
頑

仙
子
」
は
、
明
末
の
装
飾
趣
味
を
示
し
て
お
り
、
新
生
面
を
切
り
開
い

た
も
の
と
い
え
る
。

書
画
印
に
お
い
て
は
、
桃
山
か
ら
江
戸
初
期
に
出
現
し
た
寛
永
の
三

筆
の
一
人
で
あ
る
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
’
一
六
三
七
）
は
、
天
才

的
な
工
芸
家
で
あ
り
、
刀
剣
・
蒔
絵
・
陶
器
に
一
家
を
な
し
た
。
そ
の

方
印
「
光
悦
」
は
斬
新
な
風
格
を
備
え
て
い
る
。
同
じ
く
画
家
俵
屋
宗

達
の
円
印
「
対
青
軒
」
「
伊
年
」
や
、
尾
形
光
琳
の
円
印
「
光
琳
」
「
方

ら
さ
れ
て
お
り
、
印
文
に
「
Ｉ
Ｈ
Ｓ
」
（
閂
の
ｍ
ｐ
ｍ
田
・
目
旨
口
目
の
固
き
昌
日
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
「
ヤ
ソ
人
類
救
世
者
」
の
意
味
で
あ
る
。

他
に
、
大
友
宗
麟
の
印
「
国
宕
○
」
が
あ
り
、
彼
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

ネ
ー
ム
（
淳
自
Ｂ
ｍ
８
）
の
略
で
あ
る
。
黒
田
孝
高
は
シ
メ
オ
ン
と
称
し

「
匹
曰
の
目
』
・
の
臼
」
の
印
が
あ
る
。
黒
田
長
政
の
印
「
ｏ
［
田
ｏ
ｚ
Ｑ
言
の
」
、

細
川
忠
興
の
印
「
富
ｇ
ｇ
Ｐ
日
」
な
ど
が
あ
る
（
注
１
）
。
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祝
」
「
潤
色
」
は
、
日
本
的
で
意
匠
の
豊
か
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
式

は
後
の
琳
派
の
画
人
達
の
好
む
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

わ
が
国
に
お
い
て
、
印
章
を
鑑
賞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸

初
期
に
古
書
画
の
落
款
印
章
が
図
譜
の
形
式
で
刊
行
さ
れ
て
か
ら
で
あ

る
。
最
も
初
期
の
も
の
と
し
て
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
「
君
台

観
左
右
帳
記
事
』
（
墨
書
外
題
、
唐
ゐ
ん
つ
く
し
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

更
に
正
保
四
年
二
六
四
七
）
に
「
和
漢
歴
代
画
師
名
印
濾
図
」
が
、

承
応
元
年
（
一
六
五
一
一
）
に
『
君
台
官
印
』
が
刊
行
き
れ
た
。
こ
れ
ら

の
図
譜
は
書
画
の
鑑
定
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
書
画
の
落
款
印

章
を
作
る
参
考
に
き
れ
た
。
た
だ
木
版
刷
り
の
粗
悪
な
も
の
で
あ
り
、

鑑
賞
に
耐
え
う
る
も
の
で
な
い
。

明
王
朝
が
一
六
四
四
年
に
滅
亡
す
る
に
及
び
、
中
国
か
ら
日
本
に
亡

命
し
て
帰
化
す
る
人
々
が
多
く
い
た
。
長
崎
を
門
戸
と
し
て
中
国
の
新

し
い
文
化
が
わ
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
明
人
に
よ

り
築
刻
が
伝
え
ら
れ
た
。
戴
笠
（
一
五
九
六
’
一
六
七
二
）
は
承
応
一
一

年
（
一
六
五
三
）
に
日
本
に
来
航
し
、
翌
年
渡
来
し
た
隠
一
兀
に
つ
き
得

度
し
た
。
名
を
性
易
と
改
め
、
字
を
独
立
と
い
い
、
天
外
一
間
人
と
号

し
た
。
六
書
の
学
に
精
通
し
、
蒙
刻
に
深
い
素
養
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
他
渡
来
し
た
禅
僧
に
黙
子
如
定
・
蘭
谷
・
心
越
が
い
る
。
心
越
二

六
三
九
’
一
六
九
五
）
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
渡
来
し
た
。

は
じ
め
長
崎
の
興
福
寺
に
住
み
、
そ
の
後
江
戸
に
出
て
、
徳
川
光
圀
の

・
招
き
に
よ
り
水
戸
の
祇
園
寺
に
入
り
、
開
山
第
一
世
と
な
っ
た
。
蒙
刻

に
優
れ
た
が
、
そ
の
刻
風
は
明
末
清
初
の
今
体
派
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
。
祇
園
寺
に
そ
の
遺
作
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
一
陣
策
の
「
韻
府

古
蒙
彙
選
』
を
将
来
し
た
（
図
３
）
。
独
立
・
心
越
は
、
近
代
日
本
の
蒙

刻
に
お
け
る
開
祖
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
か
ら
享
保
に
か
け
て
心
越
に
刀
法
を
受
け
た
と
さ
れ
る
榊
原
篁

洲
（
一
六
五
五
’
一
七
○
六
）
が
現
れ
た
。
わ
が
国
最
初
の
鈴
印
自
刻

印
譜
「
印
纂
』
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
蒙
刻
に
関
す
る
先

覚
的
な
著
述
で
あ
る
「
正
続
印
章
備
考
」
が
あ
る
。
篁
洲
と
親
交
の

あ
っ
た
今
井
順
斎
も
蒙
刻
を
嗜
ん
だ
。
ま
た
細
井
広
沢
（
一
六
五
八
’

一
七
三
五
）
は
、
学
問
を
好
み
、
江
戸
時
代
を
風
廃
し
た
唐
様
の
基
礎

を
確
立
し
た
。
榊
原
篁
洲
・
今
井
順
斎
・
池
永
一
峯
ら
と
交
遊
し
、
と

も
に
蒙
学
を
講
述
し
、
蒙
刻
の
刻
技
に
優
れ
、
江
戸
を
中
心
と
し
て
一

派
を
形
成
し
、
わ
が
国
の
蒙
刻
が
勃
興
す
る
機
運
を
作
っ
た
。
池
永
一

峰
（
一
六
六
五
’
一
七
三
七
）
は
榊
原
篁
洲
の
門
に
入
り
蒙
刻
を
善
く

し
た
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
一
一
一
）
の
こ
ろ
「
一
刀
万
象
」
三
巻
を
著
し
、

一
世
に
喧
伝
さ
れ
た
（
図
４
）
。
篁
洲
・
順
斎
・
広
沢
・
一
峰
等
は
、
長

崎
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
明
末
清
初
の
今
体
の
刻
風
で
あ
る
。
江
戸
を
中

心
と
し
て
大
き
い
勢
力
を
形
成
し
た
こ
れ
ら
の
印
人
を
「
初
期
江
戸
派
」

と
呼
ぶ
。

初
期
江
戸
派
の
名
家
た
ち
に
よ
り
広
め
ら
れ
た
蒙
刻
趣
味
は
、
門
弟

た
ち
に
よ
り
世
の
中
に
伝
え
ら
れ
栄
え
た
。
広
沢
の
門
下
で
あ
る
三
井

親
和
や
永
井
昌
玄
ら
は
初
期
江
戸
派
に
属
す
る
印
人
で
あ
る
。
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ま
た
初
期
江
戸
派
に
や
や
お
く
れ
、
浪
華
の
方
面
に
も
明
末
清
初
に

流
行
し
た
方
蒙
雑
体
を
特
色
と
す
る
蒙
刻
の
風
が
行
わ
れ
た
。
新
興
蒙

所
（
一
六
八
七
’
一
七
五
五
）
が
浪
華
に
出
現
し
、
こ
の
地
の
書
風
は

一
変
す
る
。
供
山
・
里
東
白
・
都
賀
庭
鐘
は
蒙
所
の
門
下
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
印
人
を
「
初
期
浪
華
派
」
と
呼
ぶ
。

江
戸
時
代
の
長
崎
は
、
中
国
文
化
移
入
の
門
戸
と
し
て
重
要
な
地
で

あ
る
。
こ
の
時
代
の
印
人
は
長
崎
と
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
源
伯
民
で
あ
る
。
長
崎
の
唐
人
か
ら

刀
法
を
受
け
た
滕
永
孚
、
彼
に
学
ん
だ
田
中
良
庵
、
そ
し
て
趙
陶
斎
も

長
崎
出
身
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
印
人
を
「
長
崎
派
」
と
呼
ぶ
。

江
戸
・
浪
華
で
今
体
派
の
蒙
刻
が
流
行
し
た
よ
う
に
、
京
都
に
お
い

て
も
広
く
行
わ
れ
た
。
殿
亜
岱
・
憎
悟
心
・
終
南
・
林
煥
章
・
柳
里
恭

等
が
活
躍
し
た
。
京
都
に
現
れ
た
印
人
は
、
古
体
派
と
交
流
を
持
っ
た

者
も
い
る
が
、
多
く
は
今
体
派
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
蒙
刻

を
考
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
「
近
体
派
」
の
研
究
は
重
要
で
あ
る
。
「
近
体
派
」
は
、
装
飾
的

で
俗
悪
な
刻
風
で
あ
る
と
い
う
の
が
従
来
の
評
価
だ
が
、
華
麗
な
刻
風

の
中
に
日
本
的
な
「
雅
」
の
美
を
見
出
せ
る
。

江
戸
中
期
に
な
る
と
、
印
聖
と
称
さ
れ
た
高
芙
蓉
（
一
七
一
三
’
一

七
八
四
）
が
出
る
（
図
６
）
。
芙
蓉
は
学
識
に
優
れ
、
書
画
蒙
刻
を
善
く

し
、
画
は
山
水
を
巧
み
に
描
い
た
。
蒙
刻
は
彼
の
最
も
得
意
と
す
る
所

で
あ
り
、
当
時
流
行
し
て
い
た
明
末
清
初
の
低
俗
な
方
蒙
雑
体
を
退
け

て
、
秦
漢
時
代
の
古
印
を
尊
び
復
古
を
提
唱
し
た
。
た
だ
、
当
時
は
秦

漢
印
の
実
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
「
顧
氏
集
古
印
譜
』
な
ど
を

鑑
賞
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
芙
蓉
は
、
限
ら
れ
た
古
鋼
印
か

ら
韻
致
を
く
み
と
り
、
高
雅
な
刻
風
を
創
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
体

の
卑
俗
な
余
臭
は
一
掃
さ
れ
、
古
体
派
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に

芙
蓉
は
鑑
識
に
精
し
く
、
著
述
に
『
漢
蒙
千
字
文
』
（
図
５
）
や
、
『
古

今
公
私
印
記
」
の
模
刻
が
あ
る
。
彼
は
当
時
著
名
で
あ
っ
た
文
人
や
学

者
と
交
際
し
た
が
、
中
で
も
柴
野
栗
山
・
韓
大
年
・
池
大
雅
・
木
村
巽

斎
等
と
は
特
に
親
密
で
あ
っ
た
。

高
芙
蓉
の
復
古
的
な
刻
風
は
、
そ
の
門
下
の
印
人
に
よ
り
広
く
流
布

さ
れ
た
。
逸
材
は
京
都
・
大
阪
・
江
戸
の
方
面
に
出
た
。
さ
ら
に
地
方

に
も
彼
の
印
風
は
波
及
し
、
明
治
の
初
め
に
至
る
ま
で
芙
蓉
派
は
栄
え

た
。
曽
之
唯
（
一
七
三
五
’
一
七
九
七
）
は
「
芙
蓉
の
影
子
」
と
称
さ

れ
、
師
の
風
韻
を
よ
く
伝
え
た
。
ま
た
印
学
に
精
し
く
「
印
籍
考
」
『
印

譜
蕊
」
を
著
し
た
。
芙
蓉
の
代
表
的
な
門
人
を
掲
げ
て
み
る
。
前
川
虚

舟
９
紀
止
・
源
惟
良
・
浜
村
蔵
六
（
初
世
）
・
稲
毛
屋
山
（
図
７
）
・
杜

俊
民
・
小
俣
蟻
庵
図
８
）
・
余
延
年
な
ど
一
々
枚
挙
す
る
に
逼
の
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。

蒙
刻
に
お
い
て
最
重
要
事
は
〈
蒙
文
に
対
す
る
知
識
が
あ
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
初
期
江
戸
派
以
後
、
明
末
清
初
の
卑
俗
な
装

飾
趣
味
に
陥
っ
た
蒙
刻
の
風
は
、
蒙
文
の
字
典
や
蒙
刻
の
専
門
書
が
刊

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
正
し
い
方
向
づ
け
が
な
さ
れ
た
。
高
芙
蓉
一
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派
の
尚
古
主
義
に
よ
む
、
秦
漢
の
古
印
を
宗
と
す
る
古
体
の
風
が
お
こ

る
の
で
あ
る
。
古
体
派
の
理
論
は
、
か
れ
の
門
下
で
あ
る
杜
徴
の
著
し

た
「
徴
古
印
要
』
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
秦
漢
魏
晋
の
印
を
古

体
と
し
印
の
正
制
と
す
る
。
そ
し
て
唐
宋
以
下
を
今
体
と
し
印
の
偽
制

と
す
る
。
さ
ら
に
明
代
の
変
制
を
承
け
た
初
期
江
戸
派
以
来
の
弊
風
を

是
正
す
べ
き
こ
と
を
説
き
古
体
派
の
理
論
づ
け
を
し
た
。

水
戸
は
心
越
以
来
、
蒙
刻
に
縁
の
深
い
土
地
柄
で
あ
り
、
文
化
・
文

政
年
間
に
立
原
杏
所
が
現
れ
た
。
ま
た
林
十
江
は
画
を
よ
く
し
蒙
刻
に

優
れ
た
。
彼
ら
の
刻
風
は
漢
印
の
風
致
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
い
る
○

文
人
学
者
の
問
に
お
い
て
も
、
文
化
・
文
政
の
こ
ろ
か
ら
頻
繁
に
書

画
会
が
催
さ
れ
、
蒙
刻
は
彼
ら
に
と
っ
て
教
養
そ
し
て
趣
味
の
一
つ
と

な
っ
た
。
頼
春
水
・
頼
山
陽
・
篠
崎
小
竹
・
青
木
木
米
・
田
辺
玄
々
・

貫
名
海
屋
な
ど
は
文
人
趣
味
の
横
溢
し
た
風
雅
な
刻
風
の
作
を
残
し
て

い
る
。

江
戸
末
期
に
な
る
と
、
芙
蓉
派
の
末
流
が
、
単
に
古
体
派
の
風
を
承

け
継
ぐ
ば
か
り
で
な
く
、
新
し
い
要
素
を
つ
け
加
え
た
独
得
な
一
派
を

形
成
す
る
も
の
が
現
れ
た
。
細
川
林
谷
（
一
七
八
一
一
’
一
八
四
二
）
は

華
美
な
刻
風
で
知
ら
れ
、
江
戸
を
中
心
と
し
て
各
地
に
広
が
っ
た
。
ま

た
浜
村
蔵
六
（
二
世
）
は
深
く
古
印
の
法
を
探
り
、
妙
味
を
尽
し
た
。

ま
た
益
田
勤
斎
（
一
七
六
四
－
一
八
一
一
一
三
）
は
久
初
期
江
戸
派
の
流
れ

を
汲
み
つ
つ
新
意
を
出
し
近
代
性
を
加
え
た
。
そ
の
養
嗣
子
遇
所
も
家

業
を
継
ぎ
、
益
田
一
家
の
一
派
を
「
浄
碧
居
派
」
と
呼
ぶ
。

６
、
近
・
現
代
（
明
治
時
代
以
降
）

江
戸
時
代
の
後
半
、
籔
刻
界
を
風
塵
し
て
い
た
高
芙
蓉
門
流
の
古
体

派
も
、
明
治
に
な
る
と
次
第
に
衰
微
し
て
き
た
が
、
そ
の
作
風
は
依
然

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
京
都
の
中
村
水
竹
は
、
安
政
三
年
勅
命

を
承
け
て
「
御
府
之
印
」
を
刻
し
γ
慶
応
三
年
明
治
天
皇
の
御
璽
を
刻

し
、
つ
い
で
「
大
日
本
国
璽
」
を
刻
し
た
。
か
れ
は
明
治
元
年
印
司
に

任
ぜ
ら
れ
、
明
治
政
府
は
官
印
の
制
度
を
復
興
し
た
。
ま
た
京
都
に
安

部
井
櫟
堂
が
お
り
、
や
は
り
同
年
印
司
を
拝
命
し
た
。
明
治
七
年
小
曽

根
乾
堂
の
後
を
継
ぎ
、
御
璽
ｄ
国
璽
の
金
印
を
完
成
し
た
。
細
川
林
谷

の
門
か
ら
羽
倉
可
亭
が
出
、
宮
家
の
印
を
多
く
刻
し
て
い
る
。
以
上
の

人
達
を
明
治
の
保
守
派
と
呼
ぶ
。

浜
村
蔵
六
（
三
世
）
・
益
田
遇
所
に
学
ん
で
中
井
敬
所
（
一
八
一
一
一
一
’

一
九
○
九
）
が
現
れ
た
ｐ
蒙
刻
は
初
め
明
代
の
蘇
嚥
民
に
坊
い
、
次
い

で
上
は
漢
魏
六
朝
に
遡
る
と
共
に
、
下
は
明
清
諸
家
の
蒙
法
の
長
所
を

．
取
り
入
れ
、
整
斉
な
刻
風
で
一
家
を
な
し
た
。
ま
た
高
邇
な
学
識
に
よ

り
、
印
学
全
般
、
金
石
書
画
の
鑑
定
に
従
い
、
「
印
譜
考
略
正
統
」
『
日

本
印
人
伝
』
「
皇
朝
印
典
」
「
日
本
古
印
大
成
』
な
ど
の
稿
本
を
纏
め
上

げ
た
。
敬
所
は
精
繊
な
刻
技
に
よ
る
蒙
刻
と
と
も
に
？
近
代
の
印
章
学

の
基
礎
を
作
っ
た
と
こ
ろ
に
功
績
が
あ
る
。
彼
は
明
治
三
九
年
（
一
九

○
六
）
、
蒙
刻
家
と
し
て
初
め
て
帝
室
技
芸
員
に
選
ば
れ
て
い
る
。
門

人
に
田
口
逸
所
・
岡
村
梅
軒
・
岡
本
椿
所
・
郡
司
楳
所
・
河
田
烈
ら
が

い
る
。
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明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
五
月
十
五
日
、
印
章
制
度
が
復
活
さ
れ
た

が
「
太
政
類
典
』
に
そ
の
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
公
式
令
』
の
規
定

に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
御
璽
・
国
璽
・
府
藩
県
の
各

印
鑑
・
各
省
印
が
製
作
さ
れ
た
。
私
印
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
七
月
五
日
の
布
告
に
よ
り
、
同
年
十
月
一
日
以
後
は
人
民
相

互
の
証
書
に
実
印
を
用
い
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

こ
で
公
私
の
別
な
く
日
常
生
活
に
お
い
て
一
般
に
自
著
捺
印
が
必
要
と

な
っ
た
。

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
蒙
刻
界
は
、
先
に
述
べ
た
旧
来
の
刻
風

を
墨
守
す
る
保
守
派
と
、
中
国
の
新
風
を
取
り
入
れ
革
新
的
な
印
を
刻

す
新
派
に
二
分
き
れ
る
。
保
守
派
に
属
す
人
に
安
部
井
櫟
堂
・
羽
倉
可

亭
・
浜
村
蔵
六
（
四
世
）
・
中
井
敬
所
・
山
田
寒
山
が
い
る
。
山
田
寒
山

二
八
五
六
’
一
九
一
八
）
は
、
芙
蓉
の
古
体
の
特
色
を
よ
く
守
り
、

朴
衲
と
し
た
刻
風
を
示
し
て
い
る
。
寒
山
は
多
芸
多
才
で
、
詩
・
書
・

画
ｊ
蒙
刻
・
陶
芸
す
べ
て
を
善
く
し
た
。
詩
は
寒
山
詩
の
遺
響
と
も
言

う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
書
は
雅
味
が
あ
ふ
れ
、
画
は
墨
竹
が
有
名
で
あ

る
。
蘇
州
寒
山
寺
の
住
職
と
な
り
、
そ
の
復
興
と
夜
半
鐘
の
新
鋳
に
献

身
し
た
。
ま
た
筌
魔
・
五
世
蔵
六
・
初
世
蘭
台
・
椿
所
と
丁
未
印
社
を

結
成
し
た
り
、
『
印
章
備
正
』
を
刊
行
し
た
り
、
豊
富
な
話
題
を
残
し
、

明
治
・
大
正
の
印
界
に
お
け
る
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
窪
２
）
。

新
派
は
、
先
駆
的
な
業
蹟
を
残
し
た
人
と
し
て
精
級
な
刀
風
を
確
立

し
た
小
曽
根
乾
堂
、
断
派
の
刻
風
を
慕
い
、
わ
が
国
に
そ
れ
を
移
入
し

た
篠
田
芥
津
が
い
る
。
ま
た
初
め
高
田
緑
雲
に
修
学
し
た
が
、
中
年
徐

三
庚
の
流
麗
な
作
風
を
追
求
し
、
つ
い
で
秦
漢
古
印
か
ら
断
派
の
技
法

を
取
り
入
れ
、
華
麗
多
彩
な
刻
風
で
知
ら
れ
る
中
村
蘭
台
（
初
世
）
（
一

八
五
六
’
一
九
一
五
）
が
い
る
。
彼
は
木
印
を
得
意
と
し
鉦
や
木
額
、

諸
器
物
な
ど
の
工
芸
的
な
作
品
を
創
作
し
、
蒙
刻
工
芸
に
功
績
を
残
し

た
。
河
井
筌
魔
（
一
八
七
一
’
一
九
四
五
）
は
、
篠
田
芥
津
に
蒙
刻
を

学
ん
だ
が
、
後
渡
情
し
呉
昌
碩
に
傾
倒
し
た
。
そ
の
後
、
幾
度
も
渡
情

し
て
中
国
文
物
の
舶
載
に
つ
と
め
、
わ
が
国
の
蒙
刻
界
に
新
風
を
注
入

し
た
。
ま
た
金
石
学
・
文
字
学
・
中
国
書
画
の
鑑
識
に
精
し
く
、
林
泰

輔
と
の
共
著
『
亀
甲
獣
骨
文
字
』
は
名
著
と
い
え
る
。
「
書
蒐
』
「
南
画

大
成
』
『
墨
跡
大
成
」
な
ど
は
彼
の
監
修
に
な
る
。

他
に
桑
名
鉄
城
・
浜
村
蔵
六
（
五
世
）
ら
が
お
り
、
中
国
に
渡
航
し

新
し
い
蒙
刻
の
風
を
取
り
入
れ
、
当
時
の
中
国
印
人
の
洗
礼
を
受
け
た
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
さ
ら
に
、
多
く
の
印
人
が
輩
出
し
た
。
古

印
の
蒐
集
研
究
に
従
事
し
、
諸
家
の
長
を
と
り
入
れ
て
堅
実
な
刻
風
の

園
田
湖
城
が
い
る
。
山
田
正
平
（
一
八
九
九
’
一
九
六
二
）
は
、
弱
年

山
田
寒
山
に
従
っ
て
蒙
刻
を
学
び
、
後
そ
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
中
国

に
遊
学
し
呉
昌
碩
・
徐
星
州
か
ら
画
と
蒙
刻
を
学
ん
だ
。
同
郷
の
会
津

八
一
を
欽
慕
し
（
図
９
）
、
小
川
芋
銭
の
影
響
を
受
け
た
。
感
興
を
重
ん

じ
豪
放
雄
偉
な
芸
境
を
開
い
た
。
中
村
蘭
台
（
二
世
）
（
一
八
九
二
’
一

九
六
九
）
は
木
印
を
得
意
と
し
た
が
、
刻
風
は
装
飾
的
で
流
媚
で
あ
る
。

石
井
隻
石
は
東
方
書
道
会
に
属
し
、
長
思
印
会
を
主
宰
し
「
離
曇
』
を

161



発
行
し
後
進
の
指
導
に
尽
く
し
た
。
刻
風
は
奔
放
で
自
在
で
あ
る
。
松

丸
東
魚
は
独
学
で
秦
漢
古
璽
印
を
研
究
し
、
古
格
あ
る
表
現
に
徹
し
た
。

保
多
孝
三
は
酒
脱
な
刻
風
で
知
ら
れ
、
書
画
に
も
感
性
豊
か
な
妙
味
を

示
し
た
。
こ
の
時
代
は
日
本
蒙
刻
史
上
一
つ
の
黄
金
期
と
も
い
え
る
時

代
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
明
治
以
降
の
中
国
古
印
の
鑑
蔵
は
特
筆
で
き
る
。

明
治
の
初
年
ま
で
は
秦
漢
の
古
印
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た

だ
僅
か
に
明
人
の
作
っ
た
印
譜
か
ら
、
そ
の
面
影
を
窺
っ
て
い
た
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
明
治
十
三
年
楊
守
敬
が
来
朝
し
た
折
、
古
印
を
伝
え
た

の
が
、
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
最
初
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
鑑
賞
家
・
蒐
集

家
に
男
爵
郷
純
造
が
い
る
（
図
、
）
。

さ
て
日
本
に
古
印
が
多
く
舶
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
辛
亥

革
命
（
一
九
一
二
）
以
後
で
あ
る
。
当
時
中
国
の
古
文
物
を
蒐
集
購
得

す
る
人
々
が
輩
出
し
て
、
中
で
も
京
都
の
大
谷
螢
誠
（
禿
篭
）
、
藤
井
善

助
（
静
堂
）
、
園
田
穆
（
湖
城
）
、
盛
岡
の
太
田
孝
太
郎
（
夢
庵
）
、
東
京

の
中
村
鉾
太
郎
（
不
折
）
、
大
阪
の
上
野
理
一
（
有
竹
）
、
讃
岐
の
大
西

行
禮
（
見
山
）
、
神
戸
の
中
村
準
策
（
依
水
）
な
ど
は
古
印
の
蒐
集
と
と

も
に
印
譜
も
刊
行
し
た
。

古
鋼
印
譜
は
太
田
夢
庵
、
園
田
湖
城
が
最
も
系
統
的
に
蒐
集
し
て
、

太
田
夢
庵
の
彪
大
な
蒐
集
の
三
分
の
一
一
は
横
田
実
（
漠
南
）
が
襲
蔵
し

た
。
ま
た
園
田
湖
城
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
半
も
横
田
実
が
入
手
し
、
．

そ
の
後
、
太
田
・
園
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
は
小
林
斗
倉

が
譲
り
受
け
た
。
ま
た
漠
南
書
庫
・
横
田
実
の
収
蔵
印
譜
は
、
昭
和
五

一
年
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

太
田
夢
庵
は
「
漢
魏
六
朝
官
印
考
』
「
同
譜
録
』
二
九
六
七
年
）
を

刊
行
し
、
大
谷
螢
誠
は
「
梅
華
堂
印
賞
』
（
一
九
四
二
年
）
、
ま
た
「
中

国
古
印
図
録
」
二
九
六
四
年
）
な
ど
を
刊
行
し
た
。
大
西
行
禮
は
羅
振

玉
が
日
本
で
刊
行
し
た
「
馨
室
所
蔵
銚
印
』
（
正
統
十
二
本
）
の
古
印
七

二
四
方
を
得
て
、
現
在
は
加
藤
達
雄
氏
が
収
蔵
し
て
お
り
、
中
村
不
折

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
書
道
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
に
は
一
万
近
い
中
国
古
印
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
印
譜

も
豊
富
に
伝
え
ら
れ
た
。
今
後
古
印
文
字
史
学
の
研
究
が
な
き
れ
、
印

学
が
大
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
加
藤
慈
雨
楼
の
研
究
は
、
古

印
研
究
に
一
方
向
指
し
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
（
注
３
）
。

印
章
・
蒙
刻
史
研
究
に
お
い
て
、
刻
印
と
印
譜
は
大
切
な
資
料
と
な

る
が
、
市
島
春
城
や
（
注
４
）
、
藤
山
末
吉
（
鳴
堂
）
な
ど
が
蒙
刻
に
造
詣

が
深
く
、
そ
の
価
値
を
見
出
し
、
蒐
集
・
保
存
に
努
め
た
こ
と
は
、
特

筆
し
て
お
き
た
い
。
単
な
る
数
寄
者
の
嗜
好
で
は
な
い
。

筆
者
は
か
ね
て
よ
り
「
日
本
の
印
の
文
字
造
形
に
現
わ
れ
た
時
代
性

と
特
色
」
に
関
し
て
興
味
を
抱
い
て
来
た
。
そ
の
試
論
の
一
端
を
述
べ

て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
「
文
字
造
形
に
現
わ

四
、
曰
本
の
印
章
・
鋳
刻
の
特
色
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れ
た
時
代
性
」
（
杉
村
邦
彦
署
「
書
苑
紡
復
」
二
玄
社
、
一
九
八
一
年

十
二
月
）
は
、
そ
の
先
駆
的
業
績
で
あ
り
参
考
に
な
る
。
文
字
の
造
形

を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
、
素
材
・
寸
法
・
書
体
・
用
途
，
様
式
美
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
様
式
美
に
関
し
て
は
、
形
・
線
・
空
間
が
問

題
点
と
な
る
。
我
が
国
の
印
は
中
国
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
形
は
不

均
衡
で
、
線
は
揺
ら
ぎ
を
持
ち
（
こ
れ
は
中
国
の
断
派
と
は
相
違
し
、

中
太
り
の
様
相
を
呈
す
。
）
、
空
間
を
大
き
く
開
け
る
の
が
そ
の
特
質
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
日
本
の
他
の
芸
術
美
と
符
合
す
る
。
次
に
造

形
は
、
印
の
枠
、
外
縁
と
の
関
係
が
指
摘
で
き
よ
う
。
中
国
の
印
は
、

旧
来
の
も
の
は
印
の
縁
の
制
約
を
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
受
け
て
は
い
な
い
。

む
し
ろ
一
宇
の
形
の
工
夫
に
よ
る
。
日
本
の
印
は
外
縁
の
制
限
が
強
く
、

文
字
ど
う
し
の
引
力
関
係
が
強
い
。
つ
ま
り
中
国
の
印
は
む
し
ろ
一
宇

の
造
形
美
を
主
と
す
る
が
、
日
本
の
印
は
外
縁
が
究
極
ま
で
意
識
き
れ

た
文
字
群
に
よ
る
造
形
美
を
主
と
す
る
と
言
え
よ
う
。
日
本
の
印
の
特

質
は
大
筋
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
考
え
る
事
が
で
き
る
。

次
に
朝
鮮
の
文
化
は
、
日
本
の
文
化
と
類
似
点
を
見
出
せ
る
。
そ
れ

は
中
国
文
化
を
摂
取
受
容
し
、
独
自
の
変
容
を
も
た
ら
す
点
で
あ
る
。

中
国
の
美
は
堅
固
、
朝
鮮
の
美
は
簡
素
、
日
本
の
美
は
幽
美
で
あ
る
。

中
国
、
日
本
、
朝
鮮
の
美
術
に
お
け
る
様
式
美
は
が
印
に
も
同
様
色
濃

く
見
ら
れ
、
美
術
は
地
域
性
、
時
代
性
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
こ
と
の
証

左
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

尚
、
韓
国
の
印
章
の
研
究
文
献
に
、
「
韓
国
の
印
章
』
（
国
立
民
俗
博

物
館
編
著
、
三
和
書
籍
株
式
会
社
、
一
九
八
七
年
七
月
）
、
「
盤
龍
軒
珍

蔵
印
譜
」
（
張
遇
聖
編
著
、
弘
一
文
化
社
、
一
九
八
七
年
六
月
）
が
あ
る
。

韓
国
の
印
章
の
歴
史
は

金
洋
東
の
「
韓
国
印
章
の
歴
史
」
に
詳
し
い
。

朝
鮮
時
代
（
一
三
九
一
一
～
一
九
一
○
）
の
官
印
は
明
・
情
の
影
響

で
九
畳
銭
（
文
字
の
画
を
幾
重
に
も
屈
折
さ
せ
て
装
飾
的
文
字
に
し

た
蒙
書
）
に
な
っ
て
お
り
、
印
材
を
金
・
銀
・
玉
・
銅
・
木
な
ど
に

区
分
し
て
身
分
や
階
級
の
差
を
表
わ
し
た
。

朝
鮮
時
代
の
私
印
は
壬
辰
倭
乱
（
’
五
九
二
～
九
九
）
以
前
の
物

は
芸
術
的
価
値
が
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
乱
後
に
ひ
ん
ぱ
ん

な
朝
・
日
両
国
間
の
交
流
に
よ
り
、
清
代
の
考
証
学
や
金
石
学
の
学

風
が
導
入
き
れ
る
や
新
し
い
印
風
が
樹
立
さ
れ
た
。
特
に
韓
国
書
芸

の
名
家
で
あ
る
秋
史
・
金
正
喜
（
一
七
八
六
～
一
八
五
六
）
は
韓
国

の
蒙
刻
を
書
法
や
芸
術
性
を
持
つ
次
元
に
ま
で
発
展
・
転
換
さ
せ
る

の
に
決
定
的
な
役
割
を
果
し
た
。
彼
の
啓
蒙
に
よ
っ
て
一
九
世
紀
か

ら
二
○
世
紀
に
入
る
や
文
士
達
が
印
芸
を
研
究
、
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
韓
国
の
蒙
刻
は
は
じ
め
て
書
・
画
と
同
格
の
芸
術
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
代
の
有
名
な
築
刻
家
と
し
て

は
、
秋
史
の
門
人
で
あ
っ
た
小
山
・
呉
圭
一
が
最
も
秀
で
て
お
り
、

彼
の
後
を
継
い
で
葦
槍
・
呉
世
昌
や
槍
斎
・
金
台
錫
な
ど
が
独
創
的

な
刻
風
を
樹
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
韓
国
の
蒙
刻
は
中
国
の
影
響
が

強
く
作
用
し
て
発
展
し
て
き
た
の
は
事
実
で
、
芸
術
的
な
造
形
美
や
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印
章
・
蒙
刻
の
歴
史
を
通
覧
し
て
思
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
は
歴
史
、

文
化
の
一
翼
を
確
実
に
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
．

そ
し
て
印
章
・
蒙
刻
の
文
字
造
形
に
現
れ
た
時
代
性
は
、
中
国
、
朝

鮮
、
日
本
の
美
術
の
様
式
と
乖
離
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
改
め
て
認

識
さ
れ
た
。
朝
鮮
、
日
本
の
印
章
・
蒙
刻
は
、
中
国
が
主
導
的
役
割
を

果
た
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
模
倣
し
つ
つ
、
岨
噸
し
そ
れ
ぞ
れ
国
の
独

自
性
（
美
感
）
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
中
国
の
印
章
は
堅
固
、
朝
鮮
の

印
章
は
簡
素
、
日
本
の
印
章
は
幽
美
で
あ
る
。
時
代
や
風
土
に
大
き
く

影
響
さ
れ
な
が
ら
変
遷
し
て
い
る
。

印
章
・
蒙
刻
は
用
の
美
で
あ
り
、
用
途
に
応
じ
て
そ
の
形
が
変
遷
し

価
値
又
は
独
創
性
に
お
い
て
匹
敵
す
る
も
の
も
少
く
な
い
。

な
お
二
○
世
紀
後
半
に
入
っ
て
韓
国
の
固
有
文
字
で
あ
る
「
ハ
ン

グ
ル
」
の
使
用
が
普
遍
化
さ
れ
る
や
、
独
特
な
文
字
と
あ
い
ま
っ
て

造
形
的
な
美
感
は
新
し
い
蒙
刻
の
世
界
を
開
く
重
要
な
要
素
を
提
供

し
て
い
る
と
い
え
る
ｐ

三
国
の
特
色
を
よ
く
示
し
た
蒙
刻
家
の
作
品
の
比
較
図
版
を
末
尾
に

提
示
し
た
。
や
や
時
代
は
ず
れ
る
が
、
先
に
述
べ
た
美
術
全
般
と
同
様

の
特
色
が
見
ら
れ
興
味
深
い
。
丁
敬
、
高
芙
蓉
、
金
正
喜
、
呉
圭
一
の

四
家
で
あ
る
（
図
、
）
。

五
、
お
わ
り
に

注１
、
「
第
七
回
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
特
殊
資
料
展
細
川
家
の
ロ
ー
マ
字

印
出
品
目
録
」
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
九
○
年
十
一
月
）

２
、
「
日
本
印
人
研
究
Ｉ
明
治
・
大
正
期
新
聞
資
料
に
お
け
る
山
田
寒
山
関

連
記
事
見
出
し
一
覧
稿
‐
Ｌ
二
国
語
国
文
研
究
と
教
育
』
第
四
十
三
号
、

熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
、
二
○
○
六
年
二
月
）

３
、
加
藤
慈
雨
楼
は
、
蒙
刻
家
園
田
湖
城
の
高
足
で
、
古
印
の
研
究
に
従
事

し
た
。
箸
に
「
平
倉
孜
蔵
古
璽
印
選
」
四
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
・
八
○
年

五
月
）
、
「
漢
魏
晋
蕃
夷
印
彙
例
」
・
「
漢
魏
六
朝
蕃
夷
印
譜
』
（
丹
波
屋
、
一

九
八
六
年
九
月
）
等
が
あ
る
。

４
、
現
早
稲
田
大
学
会
津
八
一
記
念
博
物
館
所
蔵
、
旧
富
岡
美
術
館
所
蔵
市

島
春
城
印
章
（
筆
者
は
、
か
つ
て
富
岡
美
術
館
の
依
頼
で
、
す
べ
て
を
押

・
印
し
、
印
材
を
写
真
に
収
め
以
下
の
論
文
に
纏
め
た
。
）

・
「
市
島
春
城
の
印
章
（
上
）
」
（
『
修
美
」
第
一
二
巻
通
巻
四
四
号
、
修
美

社
、
一
九
九
三
年
十
月
）

．
「
市
島
春
城
の
印
章
（
下
）
」
（
『
修
美
」
第
一
二
巻
通
巻
四
五
号
、
修
美

社
、
一
九
九
四
年
一
月
）

そ
の
後
、
青
裳
堂
書
店
か
ら
『
春
城
蔵
印
』
（
白
取
幸
子
編
集
、
二
○
○

て
き
て
い
る
こ
と
Ｊ
③
）
注
意
を
要
す
る
。
日
本
の
ハ
ン
コ
社
会
事
情
を
考

え
合
わ
せ
て
も
、
今
一
度
印
章
や
蒙
刻
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
◎

164



本
研
究
は
、
平
成
皿
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課

題
番
号
（
２
１
５
２
０
１
４
４
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
じ
ん
の
・
ゆ
う
じ
熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
）

（
謝
辞
）

本
年
度
を
も
っ
て
、
小
川
幸
三
・
野
口
宗
親
両
先
生
が
御
退
職
さ
れ

る
。
熊
本
大
学
教
育
学
部
国
語
科
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
、
残
念
で
致
し

方
な
い
が
、
お
二
人
の
先
生
の
御
健
勝
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
こ
れ
ま

で
の
ご
学
恩
に
対
し
て
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
く
思
う
。
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

二
年
十
月
）
、
早
稲
田
大
学
会
津
八
一
記
念
博
物
館
か
ら
、

監
修
・
浅
井
京
子
編
集
『
旧
富
岡
美
術
館
所
蔵
市
島
春

シ
ョ
ン
総
目
録
」
（
二
○
○
八
年
五
月
）

刊
行
さ
れ
た
。

手
会
津
八
一
記
念
博
物
館
か
ら
、
北
川
博
邦
先
生

「
旧
富
岡
美
術
館
所
蔵
市
島
春
城
印
章
コ
レ
ク

図
１
日
本
古
印
写
本

（
図
６
，
９
、
Ⅱ
以
外
は
筆
者
蔵
）

165



Ｉ

図
４
．
．
刀
万
象
』
写
本

図
２
日
本
古
印
写
本

lＲ研
巴
Ⅸ
Ｈ
Ｈ
Ｐ
胸
防
■
‐
や
７
℃
…
Ｐ
８
ヶ
』

灘
鞠
零

図
５
漢
蒙
千
字
文

in

図
３
韻
府
古
豪
彙
選

跡
P】

－，J＝~宗
■ご

鍵

鰹
僻

図
７
稲
毛
屋
山
編
輯
「
釆
風
集
』

図
８

俣
峻
庵
閲
「
偏
類
六
書
通
」

図
６
高
芙
蓉
肖
像
（
「
甲
州
文
庫
」
）

|童錦騨錘錘鰹Ｚ

蕊鍵鰯！ 鵬4尅鈩識叱：.》含御
▽正・U

Ln＝Fﾛ
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７
ケ

･酉.私
ニアー 図

扣
郷
純
造
画

図
９
山
田
正
平
肖
像
習
作
並
に
会
津
八
一
書
画
（
山
田
家
蔵
）

廷二点2J｣錘戸■～－F￣

図
Ⅲ
｜
｜
｜
国
名
家
纂
刻
比
較
図
版
（
印
影
は
前
掲
参
考
文
献
に
よ
る
）

（
①
～
③
丁
敬
①
～
⑥
高
芙
蓉
⑦
～
⑨
金
正
書
⑩
⑪
呉
圭
一
）

④
①

鐵
匿‐
Ｉ

露

艫
雲

、
鵜 ②

鑿

⑩
⑪

箪
頤

磯
③

雛
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